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好 ましい効果をもたらすとして、特 に小児を対象 とした
「ふれあい体験」が推奨されている。






健感発第0704002号 「動物展示施設(動 物 とのふれあい








患者 も患者 自身もしくは患者の家族が、牧場での 「ふれ
あい体験」に参加 していたことが判明 した。「ふれあい
体験」の内訳は6月16日(金)A小 学校59名 、7
月1日(土)催 事約100名 、7月6日(木)B小 学校
50名 、7月11日(火)C小 学校19名 であった。参
加者228名 および家族の健康状態 を調査 したところ、
有症者15名 、無症状病原体保有者1名 、計16名 か ら
０l57:H7(VT1、 　VT2)が 分離された。
　保健所での疫学的調査 の結果、共通する要因は、患者
























　　　　画像解析 ソフ ト:Fingerprinting　 Plus　 (Bio-
　　　　Rad)
Ⅳ.結 果
　 1.4事 例 から得 られた患者等 の菌株16株 のうち、
　　制限酵素Xba　 I及 びBln　Iに よるパルスパ ター ン
　　は、Xba　Iで は1株 、　Bln　Iで は2株 を除いて、全
　　て一致 した。
　2.む つ保健所管内で発生 した散発事例8株 の内5株
　　と集団事例4事 例から得 られた患者菌株のパルスパ
　　ターン(Xba　 I及 びBln　Iで 切断)は 一致 した。
　 3.む つ保健所以外の保健所で発生 した散発事例の
　　菌株(散 発事例の家族の菌株 も含む)13株 のうち
　　 1株 が集団事例4事 例から得 られた菌株のパルスパ
　　ターン(Xba　 I及 びBln　Iで 切断)が 一致 した。
V.考 察
　 1.む つ保健所での疫学的調査 の結果、




　　　　　パルスパ ター ンが一致 したこと。
　　　　 以上から感染源は当該牧場であると示唆された。




　 3.牧 場では当面の間、ふれあい体験 を自粛 し、感染
　　症対策を講 じることとなり、衛生部局 と畜産部局が
　　指導を実施 した。
　4.当 該事例か ら、動物等取扱業者への動物 由来感染
　　症対策についての周知徹底 は当然のことであるが、
　　利用者への動物由来感染症についての注意の喚起、
　　更 には、一般住民への動物由来感染症についての広
　　報、啓発に努めることが重要であると思われた。
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